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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　反射表面を有する反射部材と、
　前記反射部材の前記反射表面上に、前記反射部材の長さ方向Ｚに沿って配置される複数
の発光ダイオードであって、第１波長の光を出射する、前記複数の発光ダイオードと、
　前記第１波長の光を第２波長の光に変換する第１波長変換材料を含む波長変換部材であ
って、前記波長変換部材は、前記反射部材上に配置され、また、前記反射部材の前記反射
表面に平行に方向づけられた上面、並びに、前記複数の発光ダイオードのそれぞれの側方
で、前記上面と前記反射部材との間にそれぞれ配置される第１側面及び第２側面を有し、
前記第１及び第２側面は、前記長さ方向Ｚに沿って延在して光を透過し、前記上面は、前
記複数の発光ダイオードの発光面から所定の垂直距離だけ離れて配置される、前記波長変
換部材と、
　前記波長変換部材のそれぞれの側方で、前記反射部材上にそれぞれ配置される第１平面
鏡面反射体及び第２平面鏡面反射体であって、前記波長変換部材からの光を反射する、第
１平面鏡面反射体及び第２平面鏡面反射体と
を含む、発光装置。
【請求項２】
　前記発光装置は、前記複数の発光ダイオードから前記波長変換部材までの光の経路上に
配置された方向転換部材をさらに含み、前記方向転換部材は、前記複数の発光ダイオード
によって出射された光を前記波長変換部材に向けて方向転換する、請求項１に記載の発光
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装置。
【請求項３】
　前記第１側面及び前記第２側面のそれぞれは、前記複数の発光ダイオードから所定の横
方向距離だけ離れて配置される、請求項１又は２に記載の発光装置。
【請求項４】
　前記第１及び第２側面の各々の高さ幅Ｙ１と、前記上面の横幅Ｘ１との比は、１００：
１～１：１００の範囲に含まれる、請求項１乃至３のいずれか一項に記載の発光装置。
【請求項５】
　前記波長変換部材の前記第１及び第２側面のそれぞれは、前記反射部材の前記反射表面
に対して、３０～１５０°の範囲内の角度αに方向づけられる、請求項１乃至４のいずれ
か一項に記載の発光装置。
【請求項６】
　前記第１側面は第１反射率Ｒ１を持ち、前記第２側面は第２反射率Ｒ２を持ち、前記上
面は第３反射率Ｒ３を持ち、Ｒ１、Ｒ２、及びＲ３のうちの少なくとも１つは、Ｒ１、Ｒ
２、及びＲ３のうちの別の１つと異なる、請求項１乃至５のいずれか一項に記載の発光装
置。
【請求項７】
　前記反射率Ｒ１、Ｒ２、及びＲ３が全て互いに異なる、請求項６に記載の発光装置。
【請求項８】
　前記方向転換部材は、前記複数の発光ダイオードの発光面上に配置される、請求項２乃
至７のいずれか一項に記載の発光装置。
【請求項９】
　前記方向転換部材は、前記反射部材上の前記複数の発光ダイオードと熱的接続し、また
、前記第１側面、前記第２側面、及び前記上面のうちの少なくとも１つと熱的接続する、
請求項２乃至８のいずれか一項に記載の発光装置。
【請求項１０】
　前記方向転換部材と前記複数の発光ダイオードとは互いに離間される、請求項２乃至７
のいずれか一項に記載の発光装置。
【請求項１１】
　前記方向転換部材は、拡散光学素子、屈折光学素子、回折光学素子、及び反射光学素子
のうちの少なくとも１つを含む、請求項２乃至１０のいずれか一項に記載の発光装置。
【請求項１２】
　前記波長変換部材は、前記複数の発光ダイオードのそれぞれの側方で、前記上面と前記
反射部材との間にそれぞれ配置された第３側面及び第４側面を含み、前記第３及び第４側
面は、前記反射部材の横方向Ｘに沿って前記第１側面から前記第２側面まで延在する、請
求項１乃至１１のいずれか一項に記載の発光装置。
【請求項１３】
　請求項１乃至１２のいずれか一項に記載の発光装置を含む照明器具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＬＥＤベース発光装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　蛍光灯を含む従来の照明システムは数十年間使用されてきたが、将来、発光ダイオード
（ＬＥＤ）ベース照明器具によって取って代わられることが予測されている。通常、かか
るＬＥＤベース照明器具は複数のＬＥＤを含む。
【０００３】
　白色光は、青色ＬＥＤ、及び、当該ＬＥＤによって出射された青色光の一部を吸収し、
より長い波長の光を再出射する波長変換材料（蛍光体としても知られる）を使用するＬＥ
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Ｄから取得される。いわゆる遠隔構成においては、効率性のため、波長変換材料がＬＥＤ
から距離をおいて配置されることが好ましい。
【０００４】
　室内及び屋外の照明分野において、特定のデザイン及び機能を有する照明システムへの
ニーズが高まっている。照明の目的は、全般照明の生成、又は光を所定の領域又は物体に
集中させることである。例えば、オフィス環境において、作業スペースに直接光を供給し
、全般照明のために間接光を供給することがしばしば望ましい。したがって、特定の配光
を有する照明システムを提供することが望ましい。
【０００５】
　この目的のために、望ましいビーム形状を得るべく、屈折光学素子及び／又は回折光学
素子の組み合わせが用いられている。しかし、このような光学素子は通常高価であり、ま
た光損失のためにシステム効率を下げるおそれがある。
【０００６】
　よって、当該技術分野において、特定の配光を有する改良された照明システムを提供す
るニーズが依然として存在する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　従来技術の上述及び他の欠点を考慮して、本発明の一般的な目的は、高価な光学部品を
要することなく、特定の配光を有するＬＥＤベース発光装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の第１側面によれば、上記及び他の目的は、反射表面を有する反射部材と、前記
反射部材の前記反射表面上に、前記反射部材の長さ方向Ｚに沿って配置される複数の発光
ダイオードであって、第１波長の光を出射する、前記複数の発光ダイオードと、前記第１
波長の光を第２波長の光に変換する第１波長変換材料を含む波長変換部材であって、前記
波長変換部材は、前記反射部材上に配置され、また、前記反射部材の前記反射表面に平行
に方向づけられた上面、並びに、前記複数の発光ダイオードのそれぞれの側方で、前記上
面と前記反射部材との間にそれぞれ配置される第１側面及び第２側面を有し、前記第１及
び第２側面は、前記長さ方向Ｚに沿って延在して光を透過し、前記上面は、前記複数の発
光ダイオードの発光面から所定の垂直距離だけ離れて配置される、前記波長変換部材と、
を含む発光装置によって達成される。当該発光装置はさらに、前記波長変換部材のそれぞ
れの側方で、前記反射部材上にそれぞれ配置される第１平面鏡面反射体及び第２平面鏡面
反射体であって、前記波長変換部材からの光を反射する、第１平面鏡面反射体及び第２平
面鏡面反射体とを含む。
【０００９】
　本発明は、ＬＥＤベース発光装置内に上面並びに第１及び第２側面を有する波長変換部
材を使用し、波長変換部材の特性、例えば、面のサイズ、及び／又はこれらの反射率等の
特性を適合することにより、特定の配光を得ることができるという認識に基づく。
【００１０】
　本出願のコンテキストにおいて、用語「側面」及び「上面」は、体積を有する、波長変
換部材の副部材又は一部として理解されるべきであり、これらの副部材は、典型的には実
質的に平面形状を有する。よって、第１側面は第１副部材と呼ぶこともでき、第２側面は
第２副部材、上面は上部副部材と呼ぶこともできる。各副部材のサイズ及び反射率等の特
性は、典型的には、波長変換部材に組み立てる前に所望の通りに適合できる。
【００１１】
　本発明のいくつかの実施形態において、前記発光装置は、前記少なくとも１つの発光ダ
イオードから前記波長変換部材までの光の経路上に配置された方向転換部材をさらに含み
、前記方向転換部材は、前記少なくとも１つの発光ダイオードによって出射された光を前
記波長変換部材に向けて方向転換する。
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【００１２】
　方向転換部材は、典型的には拡散光学素子、屈折光学素子、回折光学素子、及び反射光
学素子のうちの少なくとも１つを含み得る。したがって、方向転換部材は、少なくとも１
つの発光ダイオードから出射された光の方向を変え、波長変換部材の各面の内側表面にか
けて光の均等な空間的広がりを実現でき、これにより、出力光の色角度を減少させること
ができる。
【００１３】
　波長変換部材は、典型的には、受け取られた光の第１部分を、第１波長から第２波長に
変換し、受け取られた光の第２部分を通過させるよう構成され、これにより、発光装置か
らの光出力の所望のスペクトル組成を実現することができる。また、波長変換部材から出
射された光は、反射部材によってさらに反射することができ、これにより、発光装置から
の二重非対称ビーム形状を有する光出力を実現することができる。
【００１４】
　波長変換部材の第１及び第２側面、並びに上面の寸法を適合することにより、波長変換
部材からの配光を調整（制御）することができる。例えば、第１又は第２側面の幅Ｙ１と
上面の幅Ｘ１との比は、１００：１～１：１００の範囲内、例えば５０：１～１：５０で
もよい。
【００１５】
　本発明のいくつかの実施形態において、前記第１側面及び前記第２側面のそれぞれは、
前記少なくとも１つの発光ダイオードから所定の横方向距離だけ離れて配置される。
【００１６】
　本発明のいくつかの実施形態において、前記波長変換部材の前記第１及び第２側面のそ
れぞれは、前記反射部材の前記反射表面に対して、３０～１５０°の範囲内、例えば５０
～１２０°、８０～１００°の角度αに方向づけられる。したがって、第１側面及び第２
側面の方向を適合することにより、波長変換部材からの配光をさらに調整することができ
る。
【００１７】
　本発明のいくつかの実施形態において、前記第１側面は第１反射率Ｒ１を有し、前記第
２側面は第２反射率Ｒ２を有し、前記上面は第３反射率Ｒ３を有し、Ｒ１、Ｒ２、及びＲ
３のうちの少なくとも１つは、Ｒ１、Ｒ２、及びＲ３のうちの別の１つと異なる。例えば
、Ｒ１、Ｒ２、及びＲ３の全てが互いに異なる。これにより、発光装置からの配光をさら
に調整することができる。
【００１８】
　本発明によれば、前記発光装置は、前記波長変換部材の側方で、前記反射部材上に配置
される第１平面鏡面反射体及び第２平面鏡面反射体を有し、前記第１平面鏡面反射体及び
前記第２平面鏡面反射体は、前記波長変換部材からの光を反射し、これにより、前記発光
装置からの配光をさらに調整（制御）することができる。
【００１９】
　本発明のいくつかの実施形態において、前記方向転換部材は、前記少なくとも１つの発
光ダイオードの発光面上に配置される。あるいは、前記方向転換部材と前記少なくとも１
つの発光ダイオードとは、互いに離間されてもよい。これにより、前記少なくとも１つの
発光ダイオードから前記波長変換部材に向けての配光を所望の通りに適合することができ
る。
【００２０】
　本発明のいくつかの実施形態によれば、前記方向転換部材は、前記反射部材上の前記少
なくとも１つの発光ダイオードと熱的接続し、また、前記第１側面、前記第２側面、及び
前記上面のうちの少なくとも１つと熱的接続してもよい。したがって、反射部材は通常、
熱管理目的のためにヒートシンクと熱的接続するため、熱は波長変換部材から反射部材に
伝導する。
【００２３】
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　本発明のいくつかの実施形態において、前記波長変換部材は、前記少なくとも１つの発
光ダイオードのそれぞれの側方で、前記上面と前記反射部材との間にそれぞれ配置された
第３側面及び第４側面を含んでもよく、前記第３及び第４側面は、前記反射部材の横方向
Ｘに沿って前記第１側面から前記第２側面まで延在する。第３及び第４側面は、典型的に
は反射性でもよく、且つ／又は第１波長変換材料を含んでもよい。
【００２４】
　本発明のいくつかの実施形態において、前記発光装置は、好適に任意の適切な種類の照
明器具内、例えば、ＬＥＤベースＴＬランプ内に含まれてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
　本発明のこれら及び他の側面は、本発明の例示的な実施形態を示す付属の図面を参照し
て、より詳細に説明される。
【００２６】
【図１】図１は、本発明に係る発光装置の実施形態の斜視図を示す。
【図２】図２ａ乃至図２ｉは、本発明に係る発光装置の実施形態の断面図を示す。
【図３】図３ａ乃至図３ｃは、本発明に係る発光装置の実施形態の断面図を示す。
【図４ａ】図４ａは、本発明に係る発光装置の実施形態の断面図を示す。
【図４ｂ】図４ｂは、図４ａの発光装置からの配光に対応する極性強度図を示す。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　下記において、本発明は、特定の配光出力を有するＬＥＤベース発光装置を参照して説
明される。
【００２８】
　図１は、本発明に係る発光装置１００の実施形態の斜視図を示す。発光装置１００は、
反射表面１０２を有する反射部材１０１、及び反射部材の反射表面１０２の長さ方向Ｚに
沿って配置された複数のＬＥＤ１０３を含む。ＬＥＤ１０３は、第１波長の光を出射する
よう適合されている。発光装置は、さらに、第１波長の光を第２波長の光に変換するよう
適合された第１波長変換材料を含む波長変換部材１０４を含む。図１に示すように、波長
変換部材１０４は、反射部材の反射表面１０２上、ＬＥＤ１０３からの光の経路上に配置
される。波長変換部材は、上面１０５、並びに上面１０５と反射部材１０１との間に配置
された第１及び第２側面１０６、１０７を有する。第１及び第２側面１０６、１０７、並
びに上面１０５は、反射部材１０１の長さ方向Ｚに延在する。上面１０５は、反射部材の
反射表面１０２に平行に方向づけられ、ＬＥＤの発光面１０８から垂直距離Ｖ１に配置さ
れる。第１及び第２側面１０６、１０７は、複数のＬＥＤ１０３のそれぞれの側方に、そ
れぞれ横方向距離Ｌ１だけおいて配置される。
【００２９】
　波長変換部材の側面１０６、１０７及び上面１０５のそれぞれは、波長変換部材の副部
材又は一部であり、これら副部材は体積を有し、また典型的には実質的に平面形状を有す
ることを留意されたい。各副部材１０５、１０６、及び１０７は別々に提供されてもよく
、よって、波長変換部材１０４に組み立てられる前に、所望の特性、例えば、所望のサイ
ズ、反射率、波長変換材料の含有量を有するよう適合されてもよい。
【００３０】
　図１に示すように、発光装置１００は、複数のＬＥＤ１０３からの光の経路上に配置さ
れる方向転換部材１０９を有してもよい。方向転換部材１０９は、複数のＬＥＤによって
出射された光を、周囲の波長変換部材１０４の面１０５、１０６、及び１０７に向けて方
向転換し、これにより複数のＬＥＤ１０３からの均等な配光を保証する。
【００３１】
　典型的には、波長変換部材１０４は、例えば波長変換材料の濃度及び／又は波長変換部
材１０４の厚さを適合することによって、第１波長の光の一部のみを変換するよう構成さ
れる。したがって、第１波長の光の一部は波長変換部材１０４を通過し、これにより、所
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望の色出力を実現することができる。また、光変換部材１０４からの光の一部はさらに反
射部材１０１によって反射され、これにより、二重非対称ビーム形状（又は「コウモリの
翼」形状）（例えば、図４ｂ参照）を有する、発光装置１００からの配光を得ることがで
きる。
【００３２】
　反射部材は、典型的にはＬＥＤが配置されるプリント基板（ＰＣＢ）を有する。ＰＣＢ
は、少なくとも部分的に反射性の上面１０２を有し、例えば、ＰＣＢは少なくとも部分的
に反射性材料によってコーティングされる。また、ＰＣＢは典型的には、ＬＥＤ１０３及
び波長変換部材１０４から熱を伝導するために、ヒートシンク（図示なし）と熱的接続し
ている（下記参照）。
【００３３】
　本発明のいくつかの実施形態において、第１側面１０６は第１反射率Ｒ１を持ち、第２
側面１０７は第２反射率Ｒ２を持ち、上面１０５は第３反射率Ｒ３を持つ。面１０６、１
０７、及び１０５の反射率Ｒ１、Ｒ２、及びＲ３を適合することにより、発光装置１００
からの配光を制御することができる。Ｒ１、Ｒ２、及びＲ３は、４～１００％の範囲内の
所与の反射率に独立して対応することができる。例えば、上面１０５の反射率Ｒ３は、比
較的高い反射率、例えば８０％（すなわち、入射光のうちの８０％を反射する）を有する
よう適合されてもよい。一方、第１及び第２側面１０６、１０７の反射率Ｒ１、Ｒ２は、
より低い反射率、例えば５０％を有してもよい。結果として、この例においては、上面１
０５を通過するよりも多くの光が第１及び第２側面１０６、１０７を通過するため、発光
装置１００から特定の配光が得られる。
【００３４】
　所望の反射率を提供するために、波長変換部材１０４は、散乱粒子を含んでもよい。典
型的には、それぞれの面又は副部材、すなわち、波長変換部材１０４の側面１０６、１０
７及び上面１０５は、散乱粒子及び／又は反射層を含んでもよい。典型的には、波長変換
部材の異なる面１０５、１０６、及び１０７は、異なる含有量又は濃度の散乱粒子を含ん
でもよい。したがって、波長変換部材の側面１０６、１０７、及び上面１０５の反射率は
、例えば、散乱粒子（例えばＡｌ２Ｏ３及び／又はＴｉＯ２）の含有量、及び／若しくは
波長変換素子の各側面１０５、１０６、及び１０７内の波長変換材料の散乱特性を適合す
ることによって、並びに／又は側面１０６、１０７、及び上面１０５の表面を１つ以上の
反射層でコーティングすることによって、適合できる。
【００３５】
　図１に示すように、発光装置は、さらに、波長変換部材の上面１０５と反射部材１０１
との間に配置された第３及び第４側面１１０、１１１を含んでもよい。第３側面１１０及
び第４側面１１１は、反射部材１０１上の複数のＬＥＤ１０３を挟んで対向するように配
置され、反射部材１０１の横方向Ｘに沿って、波長変換部材の第１側面１０６から第２側
面１０７まで延在する。これにより、複数のＬＥＤ１０３は、反射部材１０１上において
、波長変換部材１０４の側面１０６、１０７、１１０、１１１、及び上面１０５によって
包囲される。
【００３６】
　波長変換部材の第３及び第４側面１１０、１１１は、第１波長変換材料を含み得る。し
かし、発光装置１００の用途によっては、波長変換部材の第３及び第４側面１１０、１１
１は第１波長変換材料を含まなくてもよい反射面でもよく、例えば、第３及び第４側面１
１０、１１１は、例えばＡｌ２Ｏ３若しくはＴｉＯ２等の反射性粒子、及び／又は反射層
のみを含んでもよく、あるいは、第３及び第４側面１１０、１１１は鏡面反射体でもよい
。第１、第２側面１０６、１０７、及び上面１０５と同様に、第３及び第４側面１１０、
１１１は、波長変換材料１０４の副部材又は一部として考えることができ、これらの副部
材は体積を有し、また典型的には実質的に平面形状を有する。
【００３７】
　また、図１に示すように、発光装置１００は、さらに、第１鏡面反射体１１２及び第２
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鏡面反射体１１３を有する。これらは、反射部材の反射表面１０２上、波長変換部材１０
４の各側方に配置され、反射部材１０１の長さ方向Ｚに沿って延在し、波長変換部材１０
４から出射された光を反射及び出力する。第１及び第２鏡面反射体１１２、１１３は、波
長変換部材の第１及び第２側面１０６及び１０７からそれぞれ横方向距離Ｌ２だけ離れて
配置される。また、第１及び第２鏡面反射体１１２、１１３は、反射部材の反射表面１０
２に対して、典型的には１～９０°の範囲内の角度βに方向づけられる。これにより、波
長変換部材１０４を通過して得られる配光を、所望の通りにさらに改良することができる
。
【００３８】
　図２ａ～図２ｉは、本発明に係る発光装置２００、２０１、２０２、２０３、２０４、
２０５、２０６、２０７、及び２０８の実施形態の断面図を示す。図２ａ及び図２ｂに示
すように、波長変換部材１０４の第１及び第２側面１０６及び１０７の幅Ｙ１と、上面１
０５の幅Ｘ１との比率は、波長変換部材１０４から所望の配光を得るために適合すること
ができる。典型的には、第１及び第２側面１０６及び１０７の幅Ｙ１と上面１０５の幅Ｘ
１との間の比率は、１００：１～１：１００の範囲内でもよく、例えば５０：１、１：５
０、又は図２ａに示すように１：１、図２ｂに示すように２：１でもよい。典型的には、
第１又は第２側面１０６又は１０７の幅Ｙ１、及び上面１０５の幅Ｘ１は、３ｍｍ～１０
ｃｍの範囲内でもよい。
【００３９】
　また、発光装置２０２、２０３からの光出力の配光は、波長変換部材の第１及び第２側
面１０６及び１０７を、反射部材１０１の反射表面１０２に対して、３０～１５０°の範
囲内の角度αに方向づけることによって適合されてもよい。例えば、角度αは図２ｃに示
すように７０～９０°の範囲内に含まれてもよいが、典型的には、図２ｄに示すように、
９０～１２０°の範囲内に含まれてもよい。
【００４０】
　また、図２ｅ～図２ｉに示すように、発光装置２０４、２０５、２０６、２０７、及び
２０８に含まれる方向転換部材１０９は多様な構成を取ることができ、これにより、少な
くとも１つのＬＥＤ１０３から波長変換部材１０４への配光を適合できる。例えば、図２
ｅに示すように、方向転換部材１０９は、少なくとも１つのＬＥＤ１０３の発光面１０８
上に配置されてもよい。あるいは、図２ｆに示すように、方向転換部材１０９と少なくと
も１つのＬＥＤ１０３とは互いに離間されてもよい。
【００４１】
　本発明のいくつかの実施形態によれば、方向転換部材１０９は、拡散光学素子、屈折光
学素子、回折光学素子、及び反射光学素子のうちの少なくとも１つを含んでもよい。例え
ば、本発明のいくつかの実施形態において、方向転換部材１０９は、少なくとも１つのＬ
ＥＤ１０３の発光面１０８上に配置された拡散フィルムの形態を取る拡散光学素子を含ん
でもよい（例えば、図２ｅ参照）。
【００４２】
　本発明のいくつかの実施形態において、図２ｇ～図２ｉに示すように、方向転換部材２
２０、２２１、及び２２２は、反射部材１０１上のＬＥＤ１０３、並びに波長変換部材１
０４の第１側面１０６、第２側面１０７、及び上面１０５のうちの少なくとも１つと好適
に熱的接続してもよい。上記のように、反射部材１０１は（よってＬＥＤ１０３も）、典
型的にはヒートシンク（図示なし）と熱的接続し、よって、方向転換部材２２０、２２１
、及び２２２を波長変換部材１０４と熱的接続するよう配置することにより、通常は感熱
性である波長変換材料を含む波長変換部材１０４から熱を伝導して取り除くことができる
。
【００４３】
　本発明の一実施形態において、図３ａ及び図３ｂに示すように、発光装置３００は、第
１及び第２側面１０６、１０７がフレキシブル継手３０３によって上面１０５に取り付け
られている波長変換部材３０２を含み得る。したがって、反射部材１０１の反射表面１０
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２に対する第１及び第２側面１０６及び１０７の方向は、発光装置３００の設置の際に調
節可能であり、したがって、当該方向は、発光装置３００の所与の用途に適した所望の配
光を得るように適合することができる。図３ａ及び図３ｂは、波長変換部材３０２のかか
る構成を概略的に示し、第１及び第２側面１０６及び１０７の反射部材１０１の反射表面
１０２に対する方向は、図３ａに示すような９０°未満の角度αから、図３ｂに示すよう
な９０°より大きい角度αまで調節される。
【００４４】
　本発明のいくつかの実施形態によれば、波長変換部材１０４、３０２、及び４０４は、
典型的には第１波長の光を第３波長の光に変換するよう構成された第２波長変換材料を含
んでもよい。あるいは、第２波長変換材料は、第１波長とは異なる波長の光を第２波長の
光に変換するよう構成されてもよい。これにより、出力光のスペクトル組成を所望の通り
に適合できる。
【００４５】
　第３波長は、典型的には第１波長及び第２波長と異なる。
【００４６】
　典型的には、第１波長は、３８０～５２０ｎｍの範囲内、例えば４４０～４８０ｎｍの
範囲内に含まれてもよい。
【００４７】
　本発明のいくつかの実施形態において、第１及び／又は第２波長変換材料は、ペリレン
誘導体等の有機発光分子を含んでもよい。
【００４８】
　本発明のいくつかの実施形態において、第１及び／又は第２波長変換材料は、セリウム
ドーピング・イットリウム・アルミニウム・ガーネット（ＹＡＧ）又はルテチウム・アル
ミニウム・ガーネット（ＬｕＡＧ）等の無機発光材料を含んでもよい。
【００４９】
　無機発光材料の例は、例えばセリウム（Ｃｅ）ドーピング・イットリウム・アルミニウ
ム・ガーネット（ＹＡＧ）（分子比ＹＡＧ：Ｃｅ＝２．１又は３．３）、並びに／又はル
テチウム・アルミニウム・ガーネット（ＬｕＡＧ、Ｌｕ３Ａｌ５Ｏ１２）、並びに／又は
ＢＳＳＮ（（ＢａＳｒ）２Ｓｉ５Ｎ８：Ｅｕ２＋）及び／若しくはＥＣＡＳ（Ｃａ０．９

９ＡｌＳｉＮ３：Ｅｕ０．０１）等の赤色無機蛍光体を含む。
【００５０】
　有機波長変換材料の例は、例えば、ＢＡＳＦ　Ｌｕｍｏｇｅｎ（登録商標）Ｆ２４０（
橙色）、ＢＡＳＦ　Ｌｕｍｏｇｅｎ（登録商標）Ｆ３０５（赤色）、ＢＡＳＦ　Ｌｕｍｏ
ｇｅｎ（登録商標）Ｆ０８３（黄色）、ＢＡＳＦ　Ｌｕｍｏｇｅｎ（登録商標）Ｆ１７０
（黄色）、ＢＡＳＦ　Ｌｕｍｏｇｅｎ（登録商標）Ｆ６５０（青色）、及び／若しくはＢ
ＡＳＦ　Ｌｕｍｏｇｅｎ（登録商標）Ｆ５７０（紫色）、又はこれらの組み合わせを含む
。
【００５１】
　本発明のいくつかの実施形態において、第１及び／又は第２波長変換材料は量子ドット
を含んでもよい。量子ドットは、半導体材料の小さな結晶であり、通常わずか数ｎｍの幅
又は直径を有する。入射光によって励起されると、量子ドットは、結晶のサイズ及び材料
によって決定される色の光を出射する。可視域内の光を発する最も良く知られた量子ドッ
トは、硫化カドミウム（ＣｄＳ）及び硫化亜鉛（ＺｎＳ）等の殻を有するセレン化カドミ
ウム（ＣｄＳｅ）に基づく。また、リン化インジウム（ＩｎＰ）、並びに硫化銅インジウ
ム（ＣｕＩｎＳ２）及び／又は硫化銀インジウム（ＡｇＩｎＳ２）等のカドミウムを含ま
ない量子ドットを使用することもできる。量子ドットは非常に狭い発光帯を示し、よって
、飽和色を示す。また、発光色は、量子ドットのサイズを適合することによって容易に調
整できる。適切な波長変換特性を有する限り、当該技術分野において知られるあらゆる種
類の量子ドットが本発明に使用できる。ただし、環境面の安全及び配慮上の理由から、カ
ドミウムを含まない量子ドット、又は少なくともカドミウム含有量が非常に小さい量子ド
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【００５２】
　本発明のいくつかの実施形態において、発光装置は、例えばＬＥＤベースＴＬランプ等
の任意の適切な種類の照明器具内に好適に含まれ得る。
【００５３】
　また、当業者は、本発明の実施に当たり、図面、明細書、及び特許請求の範囲を検討す
ることにより、開示された実施形態の変形例を理解及び実施することができるであろう。
例えば、発光装置は第１及び第２鏡面反射体を含まなくてもよく、代わりに、照明装置が
用いられている特定の照明器具内にかかる鏡面反射体を設けてもよい。また、発光装置は
、上記のように第３側面及び第４側面を有する代わりに、第１及び第２鏡面反射体から反
射部材の横方向Ｘに延びる対応する側面を有してもよい。あるいは、発光装置は上記のよ
うに第３側面及び第４側面又はそれらの変形体を含まなくてもよく、代わりに、発光装置
が使用されている特定の照明器具内に対応する側面を設けてもよい。
【実施例】
【００５４】
　図４ａは、本発明の発光装置４００の例示的な実施形態の断面図を示す。波長変換部材
４０４は、反射コーティング４０２を有するＰＣＢ４０１上に配置され、また、幅Ｘ２（
２．５０ｃｍ）の上面４０５、並びに幅Ｙ２（５．００ｃｍ）の第１及び第２側面を有す
る。また、波長変換部材４０４の第１及び第２側面４０６、４０７は、（ＰＣＢ上の）Ｌ
ＥＤ４０３のそれぞれの側方に配置される。第１及び第２鏡面反射体４１２、４１３は、
波長変換部材４０４のそれぞれの側方に配置される。第１及び第２鏡面反射体４１２、４
１３は、それぞれ３５．００ｃｍの幅Ｙ３を有し、ＰＣＢ４０１の反射面４０２に対して
８１°の角度βに方向づけられる。ＰＣＢ４０１上の波長変換部材４０４、並びに第１及
び第２鏡面反射体４１２及び４１３は、８５．００ｃｍの幅Ｘ４及び４４．１０ｃｍの高
さＹ４を有するドーム型防水カバー４２０によって包囲される。この例において、光束密
度は０．４Ｉｍ／ｍｍ２であり、全光束は１３５０Ｉｍである。図４ｂは、図４ａの発光
装置４００から出射された光の配光に対応する極性強度図４１０を示す。実線４１５は水
平角度を表し、点線４１６は垂直角度を表す。図４ｂからわかるように、図４ａの発光装
置４００から発せられる光の配光は、二重非対称ビーム形状（「コウモリの翼」形状）に
対応する。
【００５５】
　特許請求の範囲において、用語「含む（又は備える若しくは有する）」は他の要素又は
ステップを除外せず、要素は複数を除外しない、単一のプロセッサ又は他のユニットが、
請求項に記載される複数のアイテムの機能を満たしてもよい。複数の手段が互いに異なる
従属請求項に記載されているからといって、これらの手段の組み合わせを好適に用いるこ
とができないとは限らない。
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